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11月行事予定
１ 月 振替休業日

２ 火 朝会

校内読書週間～30日

３ 水 文化の日

４ 木 おはよう運動

５ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ 委員会

６ 土
７ 日

８ 月 お話会（456年）

９ 火 なかよしあそび

勾玉体験(56年)

修学旅行事前指導(6年)

１０ 水 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

学校臨床心理士訪問

学校運営協議会13:30

登校指導 安全点検

１１ 木 おはよう運動

１２ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

なかよしハイキング

１３ 土

１４ 日 県民の日
１５ 月 読書

１６ 火 児童集会

１７ 水 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

市長ふれあい訪問

スクールカウンセラ―来校

１８ 木 おはよう運動

修学旅行(6年)

１９ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ クラブ

修学旅行(6年)

２０ 土 友・遊プラザ

２１ 日

２２ 月 読書

校内授業研究会

２３ 火 勤労感謝の日

２４ 水 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

２５ 木 おはよう運動

授業公開(１校時)

校内持久走大会

２６ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

持久走大会予備日

２７ 土

２８ 日
２９ 月 読み聞かせ(123年)

個人面談

３０ 火 英語集会 個人面談

【ムランピック2021をめざして】【ムランピック2021をめざして】
１０月３０日（土）に開催される『ムラ

ンピック2021』(村君小運動会)に向け、子
供たちは、種目練習・応援練習・開閉会式
練習等に全力で取り組んできました。今年
度もコロナ禍のため、当日の参加者が制限
されますが、赤組も白組も全力プレーで見
ている人を楽しませてほしいと思います。
★大会スローガン
「走りぬけ！熱く燃えよう！力の炎！」

【就学時健康診断・親の学習講座】【就学時健康診断・親の学習講座】 10月12日（火）10月12日（火）
来年度、本校に入学する予定の５人の新

入児が、元気に来校しました。緊張しなが
らもしっかりと就学時健康診断を受けてい
ました。来年の４月が楽しみです。また、
新入児の保護者を対象に「親の学習」講座
が行われ、「今、求められる親の役割」と
題して、県家庭教育アドバイザーの清水先
生から多くのお話があり、親として自分の
子育てをふりかえるよい機会となりました。

【お話会・読み聞かせ】【お話会・読み聞かせ】
子供たちが楽しみにしていた「お話会」

と「読み聞かせ」ですが、緊急事態宣言
解除後、今月から再開しました。１０月
１８日(月)は、１～３年生のお話会。１
０月２５日(月)は、４～６年生の読み聞
かせ。いずれもボランティアさんによる、
すばらしい内容で子供たちも熱心に耳を
傾け、聞き入っていました。

【第２回ＰＴＡ資源回収】【第２回ＰＴＡ資源回収】 10月24日（日）10月24日（日）
秋晴れのもと、地域や保護者の皆様に

多大な御協力をいただき、今回もたくさ
んの資源を回収することができました。
心より感謝申し上げ、収益金につきまし
ては、大切に使わせていただきます。今
後とも御理解と御協力をお願いします。

☆１１月１日は「彩の国教育の日」
埼玉県では、教育に関する理解を深めていただくために、

１１月１日を「彩の国教育の日」、１１月１日～７日まで
を「彩の国教育週間」としています。今年度も、新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響を受け、多くの事業が自粛され
ています。このような状況だからこそ、身近な人と自然・
人・本・家族・地域の大切さや思い出について語り合い、
元気で明るい気持ちになる教育週間にしましょう。

インフォメーション

利根川での体験を学びにつなげる 校長 鳥海 一寿
雄大な利根川と共に歩んできた羽生市。心を癒やす水辺の風景、伝統の技と文化、豊か

な大地の恵み－。日々の暮らしの中に、ゆったりとした時間が流れるまちです。

これは、羽生市勢要覧２０１９に書かれている文章です。利根川は昔から羽生の人々の
暮らしを支え、私たちはその恩恵を受けて生活しています。しかし、一昨年の台風１９号
のときのように、大きな災害をもたらす危険性もあります。
利根川が身近に流れている本校の子供たちにとって、利根川に関する学習や体験活動を

行うことは大変意義があります。利根川での体験を通して、自然、産業、防災などについ
て考えたり、社会に参画する態度を育てたり、様々な学びにつなげることができます。

１０月８日、４・５年生が利根川でボート体験をしまし
た。本年度はコースを変更し、行田市の利根大堰付近から
出発し、羽生市の東武鉄道の鉄橋付近までボートで下りま
す。そこで、事前に利根川や利根大堰について、児童に話
をしました。利根大堰については４年生の社会科で学習し
ますが、近くまで行くので詳しく説明しました。

当日は、初めにインストラクターからボートの乗り方、
パドルの漕ぎ方、水に落ちた場合の対処方法などを教えて
もらいました。そして、４艇のボートに分かれて乗り込み、
ボート体験がスタートしました。
秋晴れで気温も上がり、水の流れも穏やかな最高のコン

ディションの中、子供たちはボートを漕いでいきました。
川の自然や生き物の様子を観察したり、水の色や温度や流れを感
じたり、漕ぐ競争をしたり、川岸で遊んだり、充実した体験活動
ができました。この体験を次の学びに生かしていきます。

利根川の魅力を育む会、栃木カヤックセンターの皆様に、ボー
ト体験を指導していただきました。また、利根川上流河川事務所、
小川工業をはじめ関係各社の皆様に河川敷の整備など御協力いた
だきました。多くの関係者の皆様に心より感謝申し上げます。

【利根川の話】
・利根川はどこからどこへ
群馬県（大水上山）から、埼
玉県、茨城県、千葉県を流れ
太平洋へ。長さ３２２km

・ボート体験のコース
行田市利根大堰から羽生市東
武鉄道の鉄橋付近まで下る。

・利根大堰について
利根川の水を取り込み、用水
路で他の場所へ運んで使う。
埼玉用水路も利根大堰から始
まり利根川の水が流れている。

・利根川の生き物 魚、サケ

【児童の感想から】

・最初は、こぐのがむずかしかったけれど、ヤブさんに教えてもらいなれてきました。流れがはや

いところは、こぐのを工夫してこいだら、ちゃんと前に進みました。 （４年 遠藤 蒼空）

・ボートに乗ったとき、グラグラしてこわかったです。でも、どんどんこいでいったらこわくなく

なりました。利根川の水をさわったら、つめたくて気持ちよかったです。 （４年 渋井 唯愛）

・４年生のときとは、場所と気温がちがったので、まったく景色がちがいました。わたしは利根大

ぜきを見たことはなかったので、見て少し知ることができました。 （５年 折原 紗羽）

・ボートに乗っていると、カワセミの巣や魚が見られました。川を、外から見ることはよくあるけ

ど、川の中から見ることはあまりないので、とてもきちょうな体験でした。（５年 末柄 希愛）




